
倉
掛
地
区
民
の
施
設
め
ぐ
り

は
平
成
十
三
年
十
月
に
続
い
て

二
度
目
。
今
回
は
四
月
に
移
転

し
た
ば
か
り
の
井
原
市
消
防
署

や
、
美
星
町
の
中
世
夢
が
原
と

天
文
台
を
巡
る
コ
ー
ス
が
設
定

さ
れ
た
。

最
初
に
訪
れ
た
消
防
署
は
新

し
い
建
物
に
加
え
、
緊
急
事
態

へ
素
早
い
対
応
が
可
能
な
最
新

情
報
機
器
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
見
学
中
に
た
ま
た
ま
事
故

発
生
の
連
絡
が
入
り
、
通
信
司

令
室
の
様
子
を
間
近
で
見
た
参

加
者
ら
は
「
こ
の
情
報
シ
ス
テ

ム
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
。
移

転
場
所
が
市
街
地
か
ら
遠
く
な

り
不
安
だ
っ
た
が
、
こ
れ
な
ら

安
心
で
き
る
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
た
。

続
い
て
井
原
市
美
星
支
局
を

見
て
中
世
夢
が
原
を
訪
れ
た
。

こ
こ
は
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
の

む
ら
の
様
子
を
時
代
考
証
に
よ

っ
て
再
現
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
ひ
と
つ
。
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

で
知
名
度
も
高
ま
り
、
近
年
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
宮
本
武

蔵
」
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。

美
星
天
文
台
の
１
０
１
㌢
反

射
望
遠
鏡
を
見
学
後
、
ス
ペ
ー

ス
ガ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
資
料
館
へ

移
動
。
宇
宙
ゴ
ミ
や
小
惑
星
を

調
べ
る
壮
大
な
役
割
を
知
っ
た

参
加
者
は
「
綾
仁
一
哉
先
生
の

話
が
聞
け
た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
だ

っ
た
。
今
度
は
晴
れ
た
夜
に
孫

と
一
緒
に
来
て
土
星
を
見
た

い
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

一
行
は
午
後
三
時
に
井
原
へ

戻
り
、
四
月
に
開
設
し
た
倉
掛

公
民
館
を
見
て
解
散
し
た
。

井
原
大
橋
下
の
倉
掛
少
年
団

倉
庫
（
縦
３
・
７
５
ｍ×

横
３

・
７
５
ｍ×

高
さ
２
・
５
ｍ
）

が
橋
の
耐
震
工
事
に
伴
い
、
一

時
移
転
を
迫
ら
れ
そ
う
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
倉
庫
は
県
の
管
理
地
を

倉
掛
自
治
連
合
会
が
借
り
、
育

成
会
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
キ
ャ
ン
プ
用
品
や
子
供

み
こ
し
な
ど
、
少
年
団
活
動
に

必
要
な
物
品
一
式
が
収
納
さ
れ

て
い
る
。

育
成
会
の
小
川
泰
之
会
長
は

「
五
月
二
十
六
日
に
市
か
ら
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
中
の
物
は

何
と
か
で
き
て
も
、
倉
庫
の
解

体
や
組
み
立
て
は
難
し
い
。
大

変
な
事
に
な
っ
た
。
費
用
の
面

も
気
が
か
り
…
」
と
嘆
く
。

自
治
連
合
会
役
員
は
「
つ
ど

え
ー
る
２
階
の
倉
庫
程
度
で
は

役
に
立
た
な
い
し
困
っ
た
も
の

だ
」
と
、
こ
ち
ら
も
渋
い
表
情

を
に
じ
ま
せ
て
い
る
。
噂
を
聞

い
た
一
戸
建
て
公
民
館
建
設
を

願
う
住
民
の
一
人
は
「
自
治
会

の
土
地
が
あ
れ
ば
橋
の
下
を
借

り
な
く
て
も
よ
い
の
に
」
な
ど

と
話
し
て
い
た
。

工
事
期
間
等
の
正
式
な
連
絡

は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
。

岡
山
県
ミ
ニ
コ
ミ
紙
コ
ン
ク

ー
ル
（
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協

会
主
催
）
の
表
彰
式
が
五
月
三

十
一
日
、
岡
山
市
の
メ
ル
パ
ル

ク
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
行
わ

れ
、
倉
掛
新
聞
を
発
行
し
て
い

る
倉
掛
自
治
連
合
会
の
渡
辺
会

長
に
県
知
事
賞
が
授
与
さ
れ

た
。こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
ミ
ニ
コ

ミ
紙
の
レ
ベ
ル
向
上
を
図
ろ
う

と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
式
に
は
協
会
の
代
議
員
を

は
じ
め
、
受
賞
団
体
の
代
表
者

ら
が
出
席
し
た
。

自
治
連
合
会
の
長
尾
謙
治
総

務
広
報
部
長
は
「
倉
掛
新
聞
は

平
成
九
年
五
月
創
刊
。
以
来
、

自
治
会
情
報
や
身
近
な
出
来
事

を
定
期
的
に
伝
え
る
こ
と
で
、

地
域
の
透
明
性
が
高
ま
っ
た
。

受
賞
は
住
民
協
力
が
大
き
か
っ

た
こ
と
に
尽
き
る
」
と
、
情
報

発
信
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。

人
々
が
気
軽
に
集
い
語
り
合

え
る
場
と
し
て
定
着
し
て
い
た

福
祉
活
動
拠
点
さ
く
ら
の
家
が

七
月
、
西
方
町
に
移
転
す
る
。

さ
く
ら
の
家
は
医
師
佐
々
木

健
氏
が
市
へ
寄
付
し
た
三
千
万

円
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
駅

前
通
り
の
片
岡
ビ
ル
一
階
に
平

成
十
年
秋
オ
ー
プ
ン
し
た
。

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
六
人
が

交
替
で
常
駐
し
、
趣
味
講
座
を

は
じ
め
七
夕
祭
り
な
ど
季
節
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
人
の
出
入
り
が
絶

え
な
か
っ
た
。

地
元
倉
掛
の
住
民
ら
は
「
さ

く
ら
の
家
の
関
係
者
に
は
親
切

に
し
て
頂
い
た
。
寂
し
く
な
り

ま
す
ね
」
と
、
残
念
そ
う
に
話

し
て
い
た
。
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（１）

「
こ
り
ゃ
大
変
じ
ゃ
」

井原・芳井・美星が合併したのを機に見聞を広げようと５

月１７日、市の協力を得てサロンあすはが井原市施設めぐり

を主催し、会員ら約３０人が参加した。

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

新
井
原
市
の
施
設
め
ぐ
り

サロンあすは

美
星
天
文
台
長
の
綾
仁
一
哉
先

生
か
ら
小
惑
星
の
説
明
を
聞
く

施
設
め
ぐ
り
の
一
行
＝
ス
ペ
ー

ス
ガ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
資
料
館

ミニコミ紙コンクール

育
成
会

少年団倉庫

倉
掛
か
ら

西
方
町
へ



倉
掛
少
年
団
（
岡
藤
航
平
団

長
19
人
）
と
同
育
成
会
（
小
川

泰
之
会
長
14
人
）

が
六
月
十
二
日
、

春
季
廃
品
回
収
を

実
施
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
む
総
勢
50
人

に
よ
っ
て
、
各
家

庭
の
玄
関
先
な
ど

に
出
さ
れ
た
古
新

聞
や
古
雑
誌
な
ど

を
ト
ラ
ッ
ク
８
台

で
回
収
し
た
。

６
年
岡
藤
航
平
団
長
は
「
暑

か
っ
た
け
れ
ど
全
員
で
頑
張
り

ま
し
た
」
、
育
成
会
の
浅
井
和

子
副
会
長
は
「
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
し
ま
す
」
と
礼
を
述
べ

て
い
た
。

梅
雨
入
り
を
前
に
倉
掛
全
域

の
溝
掃
除
が
終
わ
っ
た
。

汚
泥
の
入
っ
た
土
の
う
袋
の

回
収
作
業
は
、
六
月
五
日
午
前

八
時
半
か
ら
自
治
連

合
会
役
員
が
、
各
組

自
治
会
長
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
力
し
て

行
っ
た
。
市
の
ダ
ン

プ
カ
ー
一
台
を
借
り

た
こ
と
も
あ
り
、
約

二
時
間
で
汚
泥
約
７

ト
ン
を
回
収
。
暗
渠

は
消
防
第
３
部
が
放

水
清
掃
し
た
。

高
齢
者
世
帯
の
多

い
13

－

２
組
で
は
「
重
い
溝
蓋

や
大
量
の
汚
泥
は
手
に
負
え
な

い
」
＝
熊
谷
辰
夫
自
治
会
長
＝

と
し
て
、
今
年
初
め
て
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
除
去
作
業

を
依
頼
し
た
。

自
治
会
消
火
器
14
本
の
薬
剤

入
替
も
こ
の
日
に
行
わ
れ
た
。

井
原
地
区
球
技
大
会
が
五
月

八
日
、
井
原
小
学
校
で
開
か

れ
、
町
内
八
地
区
の
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

倉
掛
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

は
初
戦
の
強
豪
新
町
に
２
セ
ッ

ト
を
連
取
さ
れ
た
が
、
続
く
下

町
戦
は
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
大

接
戦
。
し
か
し
、
勝
運
に
は
恵

ま
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
は
打
撃
が
好
調
。
一
回

戦
で
は
川
相
益
一
投
手
（
写
真

上
）
の
三
打
席
連
続
本
塁
打
も

飛
び
出
し
、
下
町
に
13

－

３
の

コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
続
く
中
町
戦

は
同
点
で
迎
え
た
最
終
回
、
岡

藤
良
二
選
手
の
特
大
ヒ
ッ
ト
で

６

－

５
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
向

町
と
の
決
勝
こ
そ
１
点
差
に
泣

い
た
が
、
山
元
幸
治
選
手
や
渡

辺
大
輔
選
手
ら
若
手
の
フ
ァ
イ

ト
で
見
ご
た
え
の
あ
る
試
合
と

な
っ
た
。

井
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

の
リ
ー
グ
戦
が
五
月
二
十
九
日

に
開
幕
し
た
。

倉
掛
は
初
戦
、
難
敵
岩
野
に

競
り
勝
ち
、
二
戦
目
も
猪
清
と

の
打
撃
戦
を
制
し
て
好
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
試
合
は
八
月
二

十
八
日
ま
で
に
八
試
合
行
わ
れ

九
チ
ー
ム
の
順
位
が
決
ま
る
。
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6/16  サロンあすは・健康講座
14：00～倉掛公民館
講師：小田病院

小田幸江先生
6/18  自治連合会防犯パトロール
6/19  少年団井原学区球技大会
6/30  人権啓発井原市実行委員会
7/ 3  井原市総合防災訓練

木之子 小田川右岸公園
7/ 3  消防団第３部試運転日
7/ 9  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
7/16  自治連合会防犯パトロール
7/20  ラジオ体操 6：30～郷社

※８月２日まで
7/20  井原町大運動会実行委員会
7/23～24 倉掛少年団キャンプ（寄島）
7/24  大型不燃性粗大ゴミ回収
8/ 6  井原市夏まつり
8/ 7  倉掛少年団・公園清掃
8/ 7  井原市納涼花火大会
8/14  井原町盆踊り大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

倉掛ソフト

女子バレーは美技惜敗
倉掛少年団
廃 品 回 収

井 原 地 区 球 技 大 会

お
疲
れ
様
で
し
た

汚泥の入った土のう袋をトラックに積み込
む自治連合会役員＝６月５日斎藤石油東

倉 掛 ほ っ と 情 報
■自治会費集金終わる
平成１７年度の倉掛自治会費集金が全世帯
と全事業所の協力を得て５月中旬で終わっ
た。倉掛自治連合会の川相会計は「各組自
治会長をはじめ、関係各位には大変お世話
になり有り難うございました」と礼を述べ
ている。
■小田川でホタル飛び交う
６月に入り小田川でホタルが飛び交ってい
る。「倉掛裏も昨年あたりから増えたよう
だ」とは、土手を散歩する人達の声。
■来年から２学期制
現在、西江原小学校と野上小学校で実施さ
れている２学期制が、来年度から市内すべ
ての小中学校で導入される。学校関係者は
「行事等の合理化で授業時間を増やせる」
などのメリットを挙げている。これに関連
して、例年９月開催の井原町大運動会は来
年、５月開催となることが先の井原公民館
運営審議会で決まった。

井
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

同
好
会
リ
ー
グ
戦

倉掛


